
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

享
一
元
年
漉
す
。
共
の
子
二
子
あ
り
。
長
男
三
郎
兵
衛
遺
知
の
内
二
千

七
百
石
賜
は
り
、
失
男
伴
七
へ
五
百
石
配
分
、
雨
家
と
成
る
也
。
犀

川
一
，
橋
は
則
ち
今
一
宮
ふ
大
橋
に
て
、
共
の
近
法
と
は
今
云
ふ
古
寺

町
の
地
た
る
べ
し
。

。
箆
如
山
三
光
寺

滞
土
宗
也
。
由
来
書
に
云
為
。
蛍
寺
開
基
串
血
管
超
能
に
て
、
超
能
は

加
州
能
美
郡
小
松
働
徳
寺
第
五
代
目
住
職
之
慮
、
蛍
寺
金
週
停
に
於
て

建
立
仕
。
二
代
願
春
、
寛
永
十
二
年
八
月
泉
野
寺
町
民
而
寺
屋
敷
四

一
百
歩
拝
領
仕
、
治
立
仕
。
と
あ
り
。

一
O
延
寵
山
常
松
寺

一
曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
、
慶
長
十
六
年

一
山
崎
関
衡
建
立
.
山
崎
長
門
下
屋
敷
之
内
に
治
替
之
底
、
寛
永
十
二
年

一
之
秋
寺
屋
敷
御
用
地
位
答
上
一
泉
野
に
而
先
議
長
犠
拝
領

被
a
仰
付
一
臭
村
源
左
衛
門
・
小
塚
藤
右
衛
門
承
に
而
被
a
打
波
吋
と
あ

り
。
按
す
る
に
、
山
崎
長
門
下
屋
敷
と
云
ふ
は
、
小
立
野
山
崎
家
中

の
地
獄
と
も
い
へ
れ
ど
‘
今
の
停
馬
町
の
裏
怠
る
長
門
町
の
地
・
な
る

べ
し
。
養
智
院
由
来
替
に
↓
正
保
三
年
犀
川
長
門
上
グ
地
町
民
而
寺
地

拝
領
す
と
も
あ
り
て
.
そ
の
か
み
山
崎
氏
の
下
邸
此
の
地
越
に
あ
り

続
共
に
同
様
に
稀
せ
り
。

O
酉
周
囲
泰
寺
々
一
格

園
泰
寺
は
、
臨
済
宗
法
燈
波
の
本
寺
に
て
.
国
務
寺
減
と
も
mmし、

紫
衣
勅
許
の
寺
格
・
な
り
。
醤
落
五
世
参
議
中
将
綱
紀
卿
寺
格
を
穿
撃

し
給
ふ
に
よ
り
、
国
泰
寺
よ
り
雪
上
せ
じ
書
札
は
温
故
遺
文
民
載
せ

た
り
。
共
の
替
に
云
ふ
。

甫
蹄
寺
。
深
紫
衣
.
五
山
之
上
、
大
明
波
共
甫
勝
寺
波
共
云
ふ
。

大

徳

寺

。

同

大

燈

波

共

大

徳

寺

波

共

一

宮

ふ

o

妙

心

寺

。

同

開

山

波

共

妙

心

寺

波

共

一

冨

ふ

。

永

源

寺

.

。

同

疲

室

波

共

永

源

寺

波

共

云

ふ

。

図

泰

寺

。

同

法

燈

波

共

闘

泰

寺

涙

共

云

ム

。

由
良
波
と
は
俗
の
申
習
に
て
‘
興
園
寺
は
法
燈
の
閉
山
所
、
向
良
に

あ
る
故
也
。
以
前
は
紫
衣
勅
願
の
地
園
泰
寺
同
事
の
本
寺
之
島
、

勅
願
出
世
之
儀
断
絶
し
・
何
時
頃
よ
り
か
妙
心
寺
波
の
借
住
持
設

に
付
、
妙
心
寺
支
配
に
相
成
、
只
今
法
燈
一
抵
の
本
寺
勅
願
出
一
世

之
地
は
岡
泰
寺
而
巴
故
、
法
燈
波
共
園
泰
寺
波
共
-
E
o
勅
願
の
地

何
も
本
寺
は
無
v
之
・
困
泰
寺
若
し
勅
願
所
に
て
伊
之
ぽ
、
由
良
典

園
寺
を
本
寺
と
も
可
v
申
・
園
泰
寺
は
古
来
勅
願
の
地
故
・
絡
に
奥

金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

O 

と
い
へ
り
。

O
紳
鷹
山
香
林
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
容
に
云
ふ
。
嘗
寺
開
基
、
長
岩
和
倫
盛

安
凶
年
建
立
.
開
基
檀
那
背
木
五
兵
衛
‘
微
妙
公
へ
被
昌
申
上
-
寺
屋
敷

拝
領
、
共
後
青
木
主
計
錦
司
微
妙
公
之
御
厚
恩
-
蛍
寺
に
御
影
堂
治
立
、

御
位
牌
建
置
、
御
茶
湯
嫌
米
被
白
付
置
刊
と
あ
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
青
木

氏
は
釆
地
五
百
石
之
鹿
‘
家
断
絶
の
際
菅
公
の
鶴
像
を
・
芳
へ
納
む
。

然
る
属
一
官
公
の
紳
殿
よ
り
出
火
し
、
寺
中
焼
亡
し
‘
共
の
節
彼
の
御

影
堂
も
延
焼
し
て
、
奮
記
類
悉
〈
火
災
に
雛
り
て
、
今
何
事
も
鮮
か

た
ら
宇
と
ぞ
。

O
摩
頂
山
圏
泰
寺

臨
済
宗
法
燈
波
西
国
園
泰
寺
の
末
也
。
寺
記
に
云
ふ
。
営
寺
本
山
は
越

中
国
射
水
郡
太
岡
村
園
泰
寺
。
閉
山
は
恵
目
盛
光
図
師
。
後
醍
醐
帝

嘉
暦
三
年
創
立
、
摩
頂
山
園
泰
寺
の
蹴
を
賜
ふ
。
恵
日
霊
光
図
師
清

泉
蹄
師
は
紫
衣
勅
許
之
締
官
を
賜
は
り
、
御
直
衣
拝
領
す
。
金
津
園
泰

寺
は
、
利
家
卿
入
部
以
後
公
儀
町
に
寺
建
立
、
本
寺
よ
り
袋
帯
。
元
和

年
中
本
寺
三
十
一
世
搭
庭
和
備
、
泉
野
に
替
地
賜
は
り
堂
宇
再
興
す
。

と
あ
り
て
、
共
の
貸
越
中
西
岡
国
泰
寺
の
別
院
た
り
。
故
陀
山
蹴
・
寺

園
寺
と
本
末
の
品
無
ν
之。

鍵
源
寺
。
深
紫
衣
、
霊
源
寺
波
共
一
綜
波
共
云
ふ
。

高
願
寺
。
一
代
宛
の
紫
衣
、
共
備
に
依
て
勢
下
。
紫
衣
別
勅
と
申
由
。

黄
媛
波
共
隠
元
波
共
云
ふ
。

京
五
山
。
天
龍
寺
演
紫
衣
。
相
国
寺
黄
衣
。
建
仁
寺
黄
衣
。

東
縮
寺
貸
衣
。
寓
簿
寺
貸
衣
。

鎌
倉
五
山
。
建
長
寺
賞
衣
。
岡
覚
寺
貸
衣
。
蒋
縮
寺
貸
衣
。

滞
妙
寺
貸
衣
。
滞
智
寺
貸
衣
。

右
之
趣
に
て
、
法
燈
波
勅
願
の
本
山
は
越
中
園
泰
寺
の
み
に
て
、
鰭
闘

に
有
v
之
法
燈
波
の
借
出
世
願
の
節
は
‘
関
泰
寺
よ
り
停
奏
へ
取
次
、

・
吹
血
中
飲
指
出
。
と
記
載
せ
り
。
ま
た
貞
享
二
年
の
由
来
書
K
.
光
明

帝
暦
臨
二
年
に
日
本
圏
中
篇
a
祈
勝
所
会
園
寺
遁
轡
之
筒
、
越
中
園

者
園
泰
寺
有
ν
之
故
‘
安
園
寺
創
建
無
v
之
。
と
あ
り
。
按
宇
る
花
、
安

園
寺
治
立
の
事
は
、
和
漢
合
運
聞
に
、
暦
徳
二
年
毎
州
立
a
安
園
寺
-
と

見
h
、
無
徳
和
倫
行
貨
に
も
‘
古
山
源
君
仁
政
之
目
。
推
v
誠
謎
ν
敏
d

以
謂
.
安
v
園
利
v
民
者
.
英
v
如
a
働
乗
斗
而
乃
令
回
天
下
毎
州
建
a
安
園
寺
吋

と
あ
り
。
但
し
此
の
時
越
中
に
も
治
立
あ
り
け
ん
。
越
中
国
安
園
寺

の
名
‘
蔭
涼
軒
季
段
目
録
に
戟
せ
た
り
。




